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環
境
省
は
十
二
月
十
七

日
、
東
京
・
千
代
田
区
の
大

七
月
十
九
日
か
ら
改
正
水

手
町
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
シ
テ

ィ
・
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
で
第
四
回
「
気
候
変
動

長
期
戦
略
懇
談
会
」
（
会
長

・
大
西
隆
豊
橋
技
術
科
学
大

学
学
長
・
日
本
学
術
会
議
会

長
）
を
開
き
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
大
幅
削
減
と
構
造
的
な

防
法
が
施
行
さ
れ
、
想
定
し

経
済
的
・
社
会
的
課
題
の
同

時
解
決
を
め
ざ
す
提
言
の
骨

子
案
を
ま
と
め
た
。
社
会
構

造
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
導

く
中
長
期
的
戦
略
と
し
て
緑

の
産
業
革
命
、
財
・
サ
ー
ビ

ス
の
高
付
加
価
値
化
、
地
方

創
生
な
ど
を
推
進
す
る
。

う
る
最
大
規
模
の
降
雨
・
高

七
月
に
温
室
効
果
ガ
ス
の

二
〇
三
〇
年
削
減
目
標
（
二

〇
一
三
年
度
比
二
六
％
減
）

を
定
め
た
「
日
本
の
約
束
草

案
」
が
決
定
さ
れ
た
。
ま
た

第
四
次
環
境
基
本
計
画
で
は

二
〇
五
〇
年
ま
で
に
八
〇
％

の
排
出
削
減
、
Ｇ
７
サ
ミ
ッ

潮
に
対
す
る
避
難
体
制
な
ど

の
充
実･

強
化
が
図
ら
れ
た
。

ま
た
下
水
道
管
理
者
に
対
し

て
水
防
計
画
に
基
づ
く
水
防

ト
で
は
世
界
全
体
の
削
減
目

標
に
向
け
た
共
通
の
ビ
ジ
ョ

活
動
に
協
力
す
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
た
。
各
自
治
体

は
こ
れ
に
対
応
し
、
避
難
方

法
な
ど
を
住
民
に
適
切
に
周

知
す
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

改
訂
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
関
東
・
東
北
豪
雨

な
ど
で
は
氾
濫
域
に
多
数
の

住
民
が
取
り
残
さ
れ
て
救
助

さ
れ
る
な
ど
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
が
作
成
・
配
布
さ
れ
て
い

て
も
適
切
な
避
難
行
動
に
結

び
つ
か
な
か
っ
た
。
一
般
的

な
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
記
載

さ
れ
て
い
る
浸
水
深
・
避
難

場
所
な
ど
の
情
報
だ
け
で
は

住
民
の
避
難
行
動
に
結
び
つ

か
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え

同
省
は
新
た
に
学
識
経
験
者

や
自
治
体
関
係
者
、
関
係
府

省
な
ど
で
構
成
す
る
検
討
委

を
水
管
理
・
国
土
保
全
局
に

設
置
。
よ
り
効
果
的
な
避
難

行
動
に
直
結
す
る
利
用
者
目

線
に
立
っ
た
水
害
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
提
示
す
る
。

初
会
合
で
は
金
尾
健
司
水

管
理
・
国
土
保
全
局
長
が
冒

頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
過
去

に
起
き
た
水
害
で
ハ
ザ
ー
ド

ン
と
し
て
二
〇
五
〇
年
ま
で

に
二
〇
一
〇
年
比
四
〇
―
七

〇
％
の
上
方
削
減
と
す
る
こ

と
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
こ
う

し
た
目
標
を
達
成
す
る
に
は

社
会
シ
ス
テ
ム
全
体
の
変
革

が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。

当
日
の
懇
談
会
で
は
平
口

洋
環
境
副
大
臣
が
あ
い
さ
つ

に
立
ち
「
中
長
期
的
な
戦
略

に
向
け
た
骨
子
案
に
つ
い
て

皆
さ
ま
の
活
発
な
ご
意
見
を

賜
り
た
い
」
と
述
べ
た
。

骨
子
案
は
①
科
学
的
知
見

マ
ッ
プ
を
有
効
に
活
用
で
き

た
と
は
言
い
が
た
く
、
速
や

か
な
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
皆
さ
ま
の
忌
憚
の
な
い

ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
」

と
述
べ
た
。
ま
た
片
田
委
員

長
が
「
今
後
ま
す
ま
す
被
害

の
大
き
な
水
害
が
発
生
す
る

可
能
性
が
あ
る
。
皆
で
力
を

あ
わ
せ
て
少
し
で
も
役
に
立

つ
も
の
を
作
り
た
い
」
と
意

欲
を
示
し
た
。

利
用
者
目
線
に
立
っ
た
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
善
で
は

避
難
の
必
要
な
区
域
の
表
示

方
法
や
利
活
用
シ
チ
ュ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
見
や
す
さ
に
着
目

し
た
表
示
方
法
の
整
理
、
異

な
る
災
害
種
別
・
複
数
河
川

な
ど
が
関
係
す
る
場
合
の
表

示
方
法
、
認
知
度
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
な
ど
を
め
ぐ

っ
て
議
論
す
る
。
ま
た
想
定

最
大
規
模
の
水
害
を
踏
ま
え

た
避
難
方
法
で
は
避
難
勧
告

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
け
る
避

難
の
考
え
方
、
立
ち
退
き
避

難
が
必
要
な
区
域
の
設
定
、

屋
内
安
全
確
保
、
広
域
避

難
、
想
定
最
大
規
模
の
水
害

に
お
け
る
避
難
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
す
る
考
え
だ
。

と
国
際
社
会
に
お
け
る
コ
ン

セ
ン
サ
ス
②
温
室
効
果
ガ
ス

の
長
期
大
幅
削
減
へ
の
道
筋

③
経
済
・
社
会
的
課
題
と
解

決
の
方
向
性
④
気
候
変
動
問

題
と
経
済
・
社
会
的
課
題
の

同
時
解
決
の
方
向
性
⑤
社
会

構
造
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

導
く
た
め
の
戦
略

で
構

成
。
気
候
変
動
対
策
に
よ
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
柱
と
し

て
緑
の
産
業
革
命
、
高
付
加

価
値
化
、
地
方
創
生
の
三
点

を
打
ち
出
し
た
。

昭和28年11月４日
第三種郵便物認可)

)���
発 行 所

東京都渋谷区桜丘町1 0 - 1 3
〒150-0031 野元第1ビル
電 話 (03) 3496－4774 ㈹
ＦＡＸ (03) 3464－1 8 8 4

info@setubikougyo.co.jp
(購読料郵税共) 年極8,000円

������������
国
土
交
通
省
は
十
二
月
十
四
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央
合
同
庁
舎
三
号
館
共
用
会
議
室
で
第
一
回
「
水
害
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
検
討
委
員
会
」
（
委
員
長
・
片
田
敏
孝
群
馬
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授
）
を
開
催
し
た
。
洪

水
、
津
波
、
浸
水
な
ど
の
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
よ
り
効
果
的
な
避
難
行
動
に
直
結
さ
せ
る
た
め
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
と
洪
水
時
の
避
難
に
関
す
る
現
状
と
課
題
を
整
理
し
、
利
用
者
目
線
に
立
っ
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
善

と
想
定
最
大
規
模
の
水
害
を
踏
ま
え
た
避
難
方
法
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
て
い
く
。

���������������������������
������������������������
������

平口副大臣

金尾局長 片田委員長

パワーポイントを使って意見交換
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国交省検討委が初会合


